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(I-E特性 ) 測定は電流が 1pA以下では直流 4端子法により,それ以上の電流では joule
heatの影響を避けるためパ ルスを用いた2端子法により行なった｡図 2に 1次元軸方向の7
-E特性を示す.1次元軸方向の電気伝導は強い非線型性を示し,約 600V/cmの電場で異な

















ンの秩序方向は (図-1)のように3本の (100)いずれかである6)o TNが246Kと比較的




加熱 ･融解 し,ゆっくり温度降下 して析出させた｡








(図-2)は磁場の (100)面内回転に伴 う共鳴線位置 (シフト)の変化を表わ している｡
T>TN,T<TNにかかわらず,基本的には (図-2)のシフトパターンが見られる｡
☆ T>TN:(図-2)中A,C線の線巾 (ピー ク巾 )を約400K～TN付近まで測定 したと























☆ T<TN: TNで, 観測 したすべての線に急激な巾の拡がりが見られ,さらに温度を下 ′
げると,線巾は単調な増加を示す (図-4)とともに,高磁場側 (シフトの小さい側 )-裾を
のばすような非対称な形状 となった (図-5)｡
さらに特徴のある異常が,B線に現われた (図- 6)Oスプ リットを思わせる形状が,





直に秩序 した domain中のふっ素に, sidepeakが,平行 domain中の弗素に対応するものと
考えた｡すると,(過去KNiF3の xp,xlは測定されていないが ), それぞれのシフト(図
-7)は x⊥,I/! をおおむね表わしていることにな り, それはパウダー帯磁率の結果5)から
も否定されない｡
r<rN での線巾の拡が りは,その形状などから考え, inhomogeneousbroadeningが主な
ものだろう｡形状の異常をも説明する inhomogeneousbroadeningの起因として,結晶内部の
｢歪｣を考えているが, ｢どんな歪か?｣に対する,納得のゆくモデルは,今のところうまい
















ンプルの環境としての外部磁場を変えた場合 (･⇒周波数 を変えた場合 )や,ストレスを加えて
singledomainにした場合の形状の比較などが,今後必要である｡
(註 ) 図5のAノBは
である｡
のようなプラスピークとマイナスピークとの比
図 7に見るように,シフトのT_Nでの異常は無かった｡
[参考文献]
1) LL Hessetal.Phys.Rev.B6(1972)45.
2) R･G･ShulmanetaL Phys.Rev.Ilワ(1960)94.
3) T･Moriya,Progr.Theoret.Phys.28(1962)371.
4) P･H･Pettitetal.∫.Phys.(Paris)36(1975)431,
5) K･Hirakawaetal･J･Phys.Soc.Japan15(1960)2063.
6) K･Hirakawaetal･∫.Phys.Soc.Japan16(1961)1934.
7) C･C･Becerraetal.Phys.Rev.B18(1978)5060.
- 220-
